
251
新聞
251
新聞

新
聞
記
事

2016 年 5 月 19 日 木曜日　長崎新聞

おむらんちゃんと一緒にチャレンジ
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白熱したビーチボールバレー交流大会

合戦の峰地区早朝ラジオ体操

が、総合的に見ると、昨年から村内での参加者はほぼ変わらず、

参加率の減少については、昨年参加があった村外の方であったよ

うです。

　根本的な取組方針を見直し、より村民の方が参加しやすい取

組を今後検討していく必要があります。

主　　催	

山江村チャレンジデー実行委員会	 （実行委員長　内山慶治）

山江村教育委員会

〒 868-0092	 熊本県球磨郡山江村大字山田甲 1360番地

TEL：0966-23-3604　FAX：0966-24-6681

結　　果	

人　　　口：3,638 人	
熊本県山江村	 ●

参 加 者 数：1,422 人	
VS

参　加　率：39.1％	
長野県小海町	 ○

取得メダル：銅

プログラム（太字：特に力を力を入れているプログラムと内容）	

①ホタル観賞ウォーキング大会（山江温泉ほたる～万江小学校）
49人
・昨年から実施を始めたホタル観賞ウォーキング大会が非常に
好評であり、家族での参加が多く見受けられました。

	 朝からの降雨で川の増水等が気になりましたが、夜には天候
が回復しホタルが飛びやすい湿度の高い環境となったので、
昨年以上の乱舞となり参加者は非常に満足されていました。

②ビーチボールバレー交流大会（山江村体育館）99人

③ヨガ講座（山江村農村環境改善センター）24人

④グラウンド・ゴルフ大会（山江村中央グラウンド）21人

⑤リフレッシュキャンペーン（山江サービスエリア）4人

実行委員会の構成団体	

スポーツ担当部署／スポーツ推進委員協議会／体育協会／総合

型地域スポーツクラブ

広報・周知	

　区長会や体育部長会、村政座談会等、地区での取組を促すよう

地区の方が集まられる場で積極的に周知を行いました。

　また、ケーブルテレビ、広報、防災行政無線、回覧で周知を続

けながら、村内の事業所へのぼりとポスターの設置とともに事業

所単位での取組も依頼しました。

製 作 物	

チラシ1,250 枚／ポスター30 枚／大型横断幕1枚／のぼり30

本／ Tシャツ40 枚

実施効果	

　地区独自での早朝ラジオ体操や役場職員互助会でのごみ拾い

ウォーキングなど、実行委員会が携わらないところでの自主性が

今回から特に見られました。

担当者から	

　今回は悪天候により、序盤から参加人数の伸びが悪かったよう

に感じました。

　実行委員会主催イベントについては安定した参加がありました

山
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4回目
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2016 年 5 月 27 日 金曜日　人吉新聞
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パークゴルフ大会

チャレンジイベント～リフレッシュ体操～

楽しく踊ろう民謡レクリエーション

実施効果	

　日常生活の中で、ライフステージに応じた健康・体力づくりの

大切さと、ヘルスプロモーション（自分の健康は自分で守る）の意

識の啓発ができ、運動やスポーツが生活の質（ＱＯＬ）の向上に繋

げることができました。

担当者から	

　チャレンジデー実施後でも、ウォーキングや体操を継続実施し

ているとの声を聞いています。健康寿命に関心を持つ市民が増え、

各種スポーツ団体への加入者（会員）が増えています。

主　　催	

宇佐市チャレンジデー実行委員会	 （委員長　是永修治）

宇佐市役所　経済部　文化・スポーツ振興課　スポーツ振興係

〒 879-0492	 大分県宇佐市大字上田 1030番地の 1

	 宇佐市役所

TEL：0978-32-1111　FAX：0978-32-1272

結　　果	

人　　　口：58,085 人	
大分県宇佐市	 ○

参 加 者 数：35,923 人	
VS

参　加　率：61.8％	
広島県三次市	 ●

取得メダル：金

プログラム（太字：特に力を力を入れているプログラムと内容）	

①チャレンジイベント（三和酒類スポーツセンター）641人
•	 オープニングとしてキッズダンスチーム「ルビンリム」によるダ
ンスパフォーマンスや、健康運動指導士の渡辺玲子氏による
健康体操「みんなで体操～楽しく動いてリフレッシュ！～♪」、
地元大分県立宇佐高等学校書道部による書道パフォーマン
スなど幼児から高齢者まで幅広い年代が、運動の楽しさを実
感できる内容で実施しました。

②楽しく踊ろう民謡レクリエーションの集い（長洲公民館）114人

③宇佐グラウンド・ゴルフ大会（旧ポリテクセンター跡地）112 人

④チャレンジデーゲートボール大会（糸口ふれあいプラザ）96人

⑤院内支所ラジオ体操（院内支所前広場）85人

実行委員会の構成団体	

スポーツ担当部署／学校教育担当部署／健康づくり担当部署／

福祉担当部署／総務担当部署／子育て担当部署／介護保険担当

部署／スポーツ推進委員協議会／体育協会／スポーツ少年団／

レクリエーション協会／総合型地域スポーツクラブ／幼稚園・保

育園／小学校（校長会）／中学校（校長会）／大学・短大・高専・

専門学校／商工会・青年会議所／自治会・町内会／高齢者団体・

老人クラブ／婦人会／ゲートボール協会／グラウンド・ゴルフ協会

／ウォーキング協会

メディア	

大分合同新聞／宇佐市インターネット放送局「USAチャンネル」

広報・周知	

　宇佐市チャレンジデー2016 を印字した絆創膏を作成し、市内

の大型スーパーの出入り口でチラシと共に配布し、周知と参加を

促しました。

製 作 物	

チラシ35,000 枚／ポスター200 枚／大型横断幕 5 枚／のぼり

150 本／懸垂幕1枚／ Tシャツ50 枚／絆創膏 6,000 個

宇
う

佐
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市
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2016 年 6 月 4 日 土曜日　毎日新聞

2016 年 5 月 27 日 金曜日　大分合同新聞

2016 年 5 月 10 日 火曜日
大分合同新聞
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身体に優しいヨガ

開会式

対戦相手の市長との電話エール交換

早い段階からお願いや広報活動を行い、初勝利したいと思いま

す。

主　　催	

杵築市チャレンジデー実行委員会	 （代表　永松　悟）

杵築市教育委員会文化・スポーツ振興課

〒 873-0014	 大分県杵築市本庄 2005番地

	 杵築市文化体育館

TEL：0978-63-5558　FAX：0978-63-5559

結　　果	

人　　　口：30,645 人	
大分県杵築市	 ●

参 加 者 数：12,895 人	
VS

参　加　率：42.1％	
宮城県東松島市	 ○

取得メダル：銀

プログラム（太字：特に力を力を入れているプログラムと内容）	

①軽スポーツ（レクリエーション・ストレッチ・ダンス・ヨガ等）（文

化体育館アリーナ）1,769人

②ラジオ体操（各企業、団体、自治公民館施設）1,215人
•	 早朝、休憩時間や昼休み時間など、誰でも、どこでも、どな
たとでも簡単に出来る体操を、一日1回は必ずして、リラッ
クスして頂きたいと思っています。

③ウォーキング（文化体育館周辺）477人

④散歩（文化体育館周辺）321人

⑤新体操教室（文化体育館アリーナ）135人

実行委員会の構成団体	

スポーツ担当部署／学校教育担当部署／健康づくり担当部署／

福祉担当部署／総務担当部署／社会教育担当部署／スポーツ推

進委員協議会／体育協会／総合型地域スポーツクラブ／幼稚園・

保育園／小学校（校長会）／中学校（校長会）／高等学校／商工会・

青年会議所／自治会・町内会／高齢者団体・老人クラブ／婦人会

メディア	

大分合同新聞／きつきど～んとテレビ

広報・周知	

　企業、団体、学校関係、福祉関係、区長連合会に参加依頼を

お願いし、市民にはケーブルテレビや防災ラジオでの放送等で周

知したことで、成果が得られたと思います。

製 作 物	

チラシ20,000枚／ポスター85枚／大型横断幕1枚／横断幕（そ

の他）2枚／のぼり350本／懸垂幕2枚／Tシャツ50枚／ポケッ

トティッシュ2,000 個

実施効果	

　今回 2回目の実施ということで、昨年よりも参加者数及び参加

率をUP することができたことは、評価できるものと考えられま

す。しかしながら、まだまだ参加報告の仕方やアピールの方法な

ど、取り組まなければならない事が考えられることから、来年の

杵
き

築
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し 大分県

2回目
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2016 年 5 月 25 日 水曜日　大分合同新聞

2016 年 5 月 25 日 水曜日　大分合同新聞
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早起きは、気持ちがいいね。（早朝ラジオ体操）

よく狙って、「せーのっ！」（スポーツ玉入れ大会）

•	 市内企業を訪問し、参加の依頼を行ったところ、多くの協力を

得ることができました。

製 作 物	

チラシ16,000 枚／ポスター250 枚／大型横断幕1枚／のぼり

100 本／懸垂幕1枚／ Tシャツ50 枚

実施効果	

　昨年より参加率は下回りましたが、各イベントの内容としては、

市民が手軽に参加ができる体験型のイベントなど、運動をする

きっかけづくりになったと思います。プロスポーツチーム（2球団）

と市内小学校（2校）との交流イベントでは、プロスポーツ選手と

直接触れ合うことで運動することの楽しさや選手の技術の凄さを

体験することができ、子どもたちには貴重な時間となりました。

ファイナルイベントとして、スポーツ玉入れ大会を市内 2会場で

行いましたが、多数のチームが参加し、仮装したチームもあり、

会場は大いに盛り上がりました。

担当者から	

　チャレンジデーは 5回目の実施で目標参加率 52％と設定しま

したが、目標数値に届かず参加率を上げることは安易ではないこ

とを痛感しました。イベントとしては定着しつつありますが、単な

るイベントで終わらず、市民が日ごろから運動を習慣として取り入

れることで、健康意識の向上にもつながることを期待しています。

主　　催	

豊後大野市チャレンジデー実行委員会	（実行委員長　橋本祐輔）

豊後大野市教育委員会社会教育課

〒 879-7198	 大分県豊後大野市三重町市場 1200番地

TEL：0974-22-1001　FAX：0974-22-6828

結　　果	

人　　　口：38,024 人	
大分県豊後大野市	 ●

参 加 者 数：15,990 人	
VS

参　加　率：42.1％	
長野県東御市	 ○

取得メダル：銀

プログラム（太字：特に力を力を入れているプログラムと内容）	

①グラウンド・ゴルフ大会（市内 6会場（三重町・清川町・緒方町・

朝地町・大野町・千歳町））441人

②オープニングイベント・ラジオ体操など（市内11ヵ所）367人

③原尻の滝ウォーク（道の駅原尻の滝周辺（緒方町））316人

④スポーツ玉入れ大会（ファイナルイベント緒方会場）（緒方中学
校体育館）260人
•	 ファイナルイベントとして行われたスポーツ玉入れ大会は、4
～ 6人のチームで誰でも参加できます。職場グループや友人
グループなどでチームをつくり一致協力して行うため、お互
いの親睦を深めることができ、楽しく参加できます。今回は
市内 2会場で行いましたが、各会場とも盛大に開催されまし
た。

⑤スポーツ玉入れ大会（ファイナルイベント三重会場）（大原総合

体育館メインアリーナ）230人

【アスリート・著名人など】
大分三好ヴァイセアドラー（Vリーグ（ポールコーチ、小林コーチ、

細川優樹選手、高山伸悟選手））／バサジィ大分（Fリーグ（吉武

監督、檜山昇吾選手、田中優輝選手、藤川朋樹選手））

実行委員会の構成団体	

スポーツ担当部署／総務担当部署／スポーツ推進委員協議会／

体育協会／スポーツ少年団／民間フィットネスクラブ／幼稚園・保

育園／小学校（校長会）／中学校（校長会）／高等学校／大学・短

大・高専・専門学校／商工会・青年会議所／社会福祉協議会／

自治会・町内会／高齢者団体・老人クラブ／市議会／医師会／建

設業協会／農協

メディア	

大分合同新聞／大分合同新聞／ケーブルテレビ

広報・周知	

•	 ケーブルテレビを活用し、自主放送番組にゲスト出演すること

で、チャレンジデーのイベント内容などを紹介し、参加（運動）

の呼びかけや報告方法などを周知することができました。

•	 音声告知放送を活用し、定期的に参加率を公表し、市民にチャ

レンジデーへの参加と報告を呼びかけました。

豊
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5回目
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2016 年 5 月 27 日 金曜日　大分合同新聞

2016 年 5 月 24 日 火曜日　大分合同新聞

倒されても平気だよ。（バブルサッカー）
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熱血野球教室（川崎憲次郎）

臼野地区ウォーキング（準備体操）

を行いました。

製 作 物	

チラシ10,000 枚／ポスター 400 枚／大型横断幕 3 枚／のぼり

100 本／ Tシャツ40 枚

実施効果	

　この「チャレンジデー」は、数ヶ月にわたり、個人や各団体に「運

動」への取り組み等を積極的に呼びかける大変貴重な機会を与え

ていただきました。当日はあいにくの悪天候のため、参加率は低

調でしたが、雨のなか積極的に運動に取り組んでいただいたこと

は、今後の財産になると思います。

担当者から	

•	 ポスターの納品が 4/25でしたが、配布準備の都合上、せめて

4/15までに納品していただきたいです。

•	 今年のＴシャツは、素材が変わり、大変好評でしたが、納品が

5/16とかなり遅かったので、これについても早く納品していた

だきたいです。

•	 大変有意義な取り組みと思います。

主　　催	

豊後高田市チャレンジデー実行委員会	（実行委員長　永松博文）

豊後高田市教育委員会　総務課

〒 872-1101	 大分県豊後高田市中真玉 2144-12

TEL：0978-53-5112　FAX：0978-53-4731

結　　果	

人　　　口：23,300 人	
大分県豊後高田市	 ●

参 加 者 数：10,173 人	
VS

参　加　率：43.7％	
北海道芽室町	 ○

取得メダル：銀

プログラム（太字：特に力を力を入れているプログラムと内容）	

①早朝市内一斉ラジオ体操（市内全域）810人
•	 軽快なラジオ体操の音楽を早朝に放送することで、チャレン
ジデーの機運を盛り上げました。多くの方の参加を促す目的
のために、市内全域に設置している屋外拡声機 66 機すべて
を活用して、朝 6：30にラジオ体操第一・第二を初めて放送
しました。

②オープニングイベント（ラジオ体操）（高田体育センター）261人

③元プロ野球選手による熱血野球教室（真玉市民グラウンド）198人

④ナイトウォーキング（中央公園～市内～中央公園（3.5km））145人

⑤田染グラウンド・ゴルフ（田染公民館）100人

【アスリート・著名人など】
高畑こと美（女優、昨年末より本年 2月までテレビ取材のた

め本市への移住生活を経験）／川崎憲次郎（元プロ野球選手、

1993 年「日本シリーズ最高殊勲投手賞」、1998 年「沢村賞」「最

多勝利投手賞」）／笘篠賢治（元プロ野球選手、1989 年「セリー

グ新人王」）

実行委員会の構成団体	

スポーツ担当部署／学校教育担当部署／健康づくり担当部署／

福祉担当部署／観光担当部署／総務担当部署／スポーツ推進委

員協議会／体育協会／総合型地域スポーツクラブ／幼稚園・保育

園／小学校（校長会）／中学校（校長会）／高等学校／自治会・町

内会／高齢者団体・老人クラブ／ボランティア組織／NPO法人（子

育て関係）

メディア	

大分合同新聞／ケーブルテレビ

広報・周知	

•	 4 月以降に開催される各種団体の会合に職員が赴き、チャレン

ジデーの PR 活動を行いました。

•	 関係職員が市内事業所を訪問し、市外からの通勤者を含めた

チャレンジデーの PR 活動を行いました。

•	 前日に本市にゆかりのある女優を招き、市内で施設訪問並びに

屋外拡声器によるPR 活動をしてもらいました。

•	 当日においても、屋外拡声器による各自の取り組み報告の周知

豊
ぶん

後
ご

高
たか

田
だ

市
し 大分県

9回目
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2016 年 5 月 18 日 水曜日　大分合同新聞

オープニングイベント（ラジオ体操）

2016 年 5 月 27 日 金曜日　大分合同新聞
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玉入れ

玉入れ

玉入れ

主　　催	

諸塚村チャレンジデー実行委員会	 （実行委員長　西川　健）

諸塚村教育委員会

〒 883-1301	 宮崎県東臼杵郡諸塚村大字家代 2683

TEL：0982-65-0072　FAX：0982-65-0661

結　　果	

人　　　口：1,857 人	
宮崎県諸塚村	 ○

参 加 者 数：1,651 人	
VS

参　加　率：88.9％	
秋田県大潟村	 ●

取得メダル：金

プログラム（太字：特に力を力を入れているプログラムと内容）	

①諸塚村玉入れ選手権大会（諸塚村民体育館）50人
•	 九州大会を本村で開催しているアジャタと呼ばれる玉入れ競
技ですが、その村内大会を毎年チャレンジデーに合わせて開
催しています。

実行委員会の構成団体	

スポーツ担当部署／学校教育担当部署／健康づくり担当部署／

福祉担当部署／観光担当部署／スポーツ推進委員協議会／体育

協会／幼稚園・保育園／小学校（校長会）／中学校（校長会）／事

業所・企業／商工会・青年会議所／社会福祉協議会／青少年健

全育成組織／自治会・町内会／高齢者団体・老人クラブ／婦人会

メディア	

釧路新聞／（有）総合企画／町広報誌

広報・周知	

　本村は、自治公民館制度により行政等情報全般が村内住民に

周知されるため、公民館長や各公民館体育部長の会合において、

事前に情報と参加依頼をしています。

　また、工事等で村内滞在している土木関係業者等にも旅館・民

宿を通して、参加協力を呼びかけました。

製 作 物	

チラシ30 枚／ポスター15 枚／のぼり7 本／ Tシャツ30 枚

実施効果	

　村内各地区において活動を実施したことで、地域の連帯強化に

つながっていると思います。

担当者から	

　毎年の課題となりますが、この運動等実施が定期的かつ継続

した活動につながっていくことを期待したいです。

諸
もろ

塚
つか

村
そん 宮崎県

12回目
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チャレンジデー PR 用チラシ

2016：5・25

主催：チャレンジデー2016諸塚村実行委員会
共催：諸塚村 後援：諸塚村観光協会  主管：諸塚村教育委員会・諸塚村スポーツ推進委員会・諸塚村体育協会

毎年５月の最終水曜日に世界中で実施されている住民総参加型のスポーツイベントです。午前０時から午後９時までの間に、１５分間

以上継続して運動やスポーツをした「住民の参加率（％）」を競い合います。今回は、大潟村（秋田県）とノヴィグラード・チッタノヴァ（ク

ロアチア）と対戦します。ぜひ、諸塚村の名を世界にアピールしましょう。

チャレンジデーは、年齢、性別を問わず、だれでも、どこでも、どんなスポーツをしてもＯＫ！家族ぐるみ、職場ぐるみ、地域ぐるみで

参加しても、一人で参加してもＯＫ！その日に諸塚村内にいる人であれば、だれでも、参加する事に意義があるのです。

みなさん一人ひとりが主役です。気軽に楽しい健康づくり運動に参加しましょう！

チャレンジデーに参加した人は、集計センターに電話またはＦＡＸでご報告願います。報告は午後９時３０分まで受け付けます。なお、

登録は１人１回限りです。

15分間以上運動したら、必ず集計センターＦＡＸ65-0661／電話 65-0072まで報告を!!

555 月月月222555 日日日（（（水水水）））

午午午前前前０００時時時 ～～～ 午午午後後後９９９時時時

111555000万万万人人人ののの１１１５５５分分分間間間ののの健健健康康康スススポポポーーーツツツ・・・デデデーーー

諸諸諸塚塚塚村村村

ＶＶＶＳＳＳ

大大大潟潟潟村村村
（（（秋秋秋田田田県県県）））

・・・

★チャレンジデーは、１５分間以上の健康運動に参加するスポーツイベントです!

★いつでも、どこでも、だれでも、なんでも、楽しく参加できます!

★健康運動に参加したら必ず実行委員会のＦＡＸ／電話番号へ報告を!

ノノノヴヴヴィィィグググラララーーードドド・・・
チチチッッッタタタノノノヴヴヴァァァ
（（（クククロロロアアアチチチアアア）））

チ
ラ
シ
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みなみ保育園

グラウンド・ゴルフ

西目小学校

主　　催	

阿久根市チャレンジデー実行委員会	 （会長　西平良将）

阿久根市教育委員会　スポーツ推進課

〒 899-1611	 鹿児島県阿久根市赤瀬川 2486-1

	 阿久根市総合体育館

TEL：0996-73-4649　FAX：0996-73-4639

結　　果	

人　　　口：21,882 人	 鹿児島県阿久根市	●●

参 加 者 数：8,126 人	 VS

参　加　率：37.1％	 北海道名寄市	 ○　

取得メダル：銀	 徳島県三好市	 　○

実行委員会の構成団体	

スポーツ担当部署／学校教育担当部署／スポーツ推進委員協議

会／体育協会／スポーツ少年団／幼稚園・保育園／小学校（校長

会）／中学校（校長会）／高等学校／商工会・青年会議所

広報・周知	

　チラシ（実施報告書）の市内全戸配布，企業への協力依頼，防

災無線・広報誌掲載のほかに，区長会総会でチャレンジデーの周

知を行いました。

製 作 物	

チラシ10,000 枚／ポスター75 枚／ Tシャツ50 枚

実施効果	

　個人の報告件数が年々増えており、市民の方の認知度も上が

り、また生涯スポーツの意識付けが図られたのではないかと思い

ます。

担当者から	

　チャレンジデーへの市民の皆さんの認知度が上がってきてい

ることを感じました。ただ、認知度は上がっても、それが報告

に直結しているわけではないということも感じました。今後は、

いかに生涯スポーツに取り組んでいただき報告をしていただくか、

良い方法を検討していかなければならないと感じました。

阿
あ

久
く

根
ね

市
し 鹿児島県

7回目
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阿久根市 HP
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大島地区女性マスゲーム講習会

1,000 人ラジオ体操祭

る理解の浸透も図られ、以前にもまして地域住民のスポーツに対

しての意識が高まってきたと思います。特にウォーキングやグラ

ウンド・ゴルフ等身近で手軽にできるスポーツが行われています。

このチャレンジデーをきっかけにスポーツを通して健康づくりを

推進していきたいと思います。

担当者から	

　チャレンジデーを通して多くの市民がスポーツを身近に感じ、

「いつでも・どこでも・だれでも」をキャッチフレーズに気軽に取

り組んでいける地域社会が築けたらいいと思います。

主　　催	

奄美市チャレンジデー実行委員会	 （会長　朝山　毅）

奄美市教育委員会　市民スポーツ課

〒 894-8555	 鹿児島県奄美市名瀬幸町 19-21

TEL：0997-52-1111　FAX：0997-53-9501

結　　果	

人　　　口：44,722 人	
鹿児島県奄美市	 ○

参 加 者 数：24,689 人	
VS

参　加　率：55.2％	
秋田県能代市	 ●

取得メダル：金

プログラム（太字：特に力を力を入れているプログラムと内容）	

①買い物ウォーキング（タイヨー平田店）2,257人

②ウォーキング（大島高校）850人

③長縄跳び大会（朝日小学校）667人

④チャレンジデー1,000人ラジオ体操祭（名瀬小学校校庭）530人
・チャレンジデー1,000人ラジオ体操祭は奄美市「元気で・運
動をするキッカケをつくり・ラジオ体操を広める」をキャッチ
フレーズにラジオ体操指導士が講師となり、運営を奄美市ス
ポーツ推進委員が行っています。

⑤買い物ウォーキング（タイヨー浦上店）465人

実行委員会の構成団体	

スポーツ担当部署／学校教育担当部署／健康づくり担当部署／

福祉担当部署／観光担当部署／総務担当部署／スポーツ推進委

員協議会／体育協会／スポーツ少年団／レクリエーション協会／

総合型地域スポーツクラブ／幼稚園・保育園／小学校（校長会）／

中学校（校長会）／高等学校／事業所・企業／商工会・青年会議

所／社会福祉協議会／自治会・町内会／婦人会

メディア	

南海日日新聞／奄美新聞／NHK 鹿児島放送局／あまみエフエム

「ディ！ウェイヴ」

広報・周知	

　チャレンジデー2016 の開催に伴い、地元新聞及びラジオでの

積極的な広報を行いました。また、公用車での宣伝をはじめ奄美

市内小中学校全児童へ、チャレンジデー参加への呼びかけと参

加報告書を配布し、必ず報告をしていただくように宣伝を行いま

した。

製 作 物	

チラシ3,000 枚／ポスター300 枚／大型横断幕 3枚／のぼり

100 本／ Tシャツ200 枚／ポケットティッシュ1,000 個／タオル

250 枚

実施効果	

　今回で8回目の実施ですが、市民のチャレンジデー事業に対す

奄
あま

美
み

市
し 鹿児島県

8回目
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2016 年 5 月 27 日 金曜日　奄美新聞

2016 年 5 月 18 日 水曜日　奄美新聞

2016 年 4 月 23 日 土曜日　南海日日新聞社
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観光客も参加した駅前での健幸運動

今年新たに行った『キックボクシング教室』

たくさんの高齢者が参加した『ころばん体操体験会』

主　　催	

指宿市チャレンジデー実行委員会	 （委員長　豊留悦男）

指宿市教育委員会　スポーツ振興課

〒 891-0404	 鹿児島県指宿市東方 12000番地

TEL：0993-27-0203　FAX：0993-27-0204

結　　果	

人　　　口：42,816 人	
鹿児島県指宿市	 ○

参 加 者 数：22,007 人	
VS

参　加　率：51.4％	
富山県魚津市	 ●

取得メダル：金

プログラム（太字：特に力を力を入れているプログラムと内容）	

①いぶすきチャレンジデー（各小・中・高等学校））4,266人

②健幸運動（各自治会（区））1,419人
•	 健幸づくりの一環として、各自治会（区）が自らの地区民を対
象に実施する運動です。内容は、ラジオ体操やウォーキング
などです。

③ころばん体操体験会（指宿総合体育館）201人

④かんたん軽スポーツ体験（指宿総合体育館）75人

⑤キックボクシング体験教室（指宿総合体育館）32 人

実行委員会の構成団体	

スポーツ担当部署／学校教育担当部署／健康づくり担当部署／

福祉担当部署／観光担当部署／総務担当部署

メディア	

鹿児島テレビ（KTS）／南日本新聞

広報・周知	

•	 各種団体・企業等の協力による、のぼりの掲出	⇒	市内あちら

こちらで掲出されて、目立っていたと市民から評価されました。

•	 ウェブサイトの充実（※タイムリーな情報掲載）

•	 広報紙面を活用したチャレンジデー情報の充実（※昨年は、1

ページ。今年は 2ページ。）

•	 市役所庁舎ロビーにチャレンジデーコーナーを設置（※対戦相

手の情報も掲載）

製 作 物	

ポスター250 枚／大型横断幕1枚／横断幕（その他）10 枚／の

ぼり369 本／懸垂幕1枚／ Tシャツ50 枚

実施効果	

　年々、健幸に対する意識が高まってきていると思います。その

ことは、しっかりと数字に反映されています。日常の中で自分の

出来る範囲の運動を行い、健幸になりましょうと呼び掛けてきた

ことが良かったと思います。今後も、市民に対しチャレンジデー

を通して健幸づくりを提供していきたいと思っています。

指
いぶ

宿
すき

市
し 鹿児島県

4回目
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2016 年 5 月　広報いぶすき 5 月号
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田村　信弘さん（成川浜）

　昨年は、成川区民センターでラジオ体操
に参加しました。私は体を動かすことが大
好きです。健康づくりのために、時間を見
つけて家の周りを歩いたり、屈伸運動をし
ています。おかげで足が軽く、肩も凝らな
くなり、体調も非常に良いです。今年も、
チャレンジデーに参加して楽しく体を動か
したいと思います。

きりとり線

指宿市チャレンジデー2016 参加報告書

個人又は団体名

地 区 名

運 動 内 容

参 加 人 数

※報告は、１人１回です。

富山県

富山湾 県
潟
新

県
野
長

岐阜県

県
川
石

魚津市

今年も参加します

市ホームペー
ジか、下のQR
コードからア
クセス

102016.5  　　広報いぶすき

2016 年 6 月 1 日 水曜日　南日本新聞
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市老連グラウンド・ゴルフ大会

ニュースポーツ体験講座

製 作 物	

チラシ 63,800 枚／ポスター300 枚／のぼり350 本／懸垂幕1

枚／ Tシャツ50 枚

実施効果	

　市民の皆様に健康への意識を高めてもらう良いきっかけづくり

になりました。また、「チャレンジデー勝利」という一つの目標に

向かって、皆で協力・連携することの大切さを改めて実感する良

い機会であったと考えています。これを機に、さらにまちの一体

感が醸成され、「日本一のふるさとづくり」に繋がっていくものと

期待しています。

　また、対戦相手の秋田県横手市と素晴らしい御縁がありました。

今後も末永く交流を深めていけたらと考えています。

担当者から	

　「市民総参加」を合言葉に、オール霧島で3回目のチャレンジ

デーに臨みました。当日は生憎の空模様となりましたが、事務局

の心配をよそに、それぞれの地域で、職場で、学校で独自の創意

工夫のもと様々な取組が行われ、結果、目標としていた参加率

90％の大台に到達することができました。対戦相手が同一カテ

ゴリー最強の横手市ということで、市民の皆様が高い団結心を

もって臨んだことが最大の勝因だと分析しています。横手市との

御縁に感謝いたします。来年も「霧島市民力」をいかんなく発揮で

きるよう智恵を絞りたいと思います。

主　　催	

霧島市チャレンジデ―実行委員会	 （委員長　前田終止）

教育委員会保健体育課

〒 899-5192	 鹿児島県霧島市隼人町内山田一丁目 11番 11号

	 隼人庁舎

TEL：0995-42-1117　FAX：0995-43-5380

結　　果	

人　　　口：126,847 人	
鹿児島県霧島市	 ○

参 加 者 数：114,289 人	
VS

参　加　率：90.1％	
秋田県横手市	 ●

取得メダル：金

プログラム（太字：特に力を力を入れているプログラムと内容）	

①霧島市職員等こぎれい大作戦（市役所庁舎（7庁舎）近辺）1,792

人

②霧島市老人クラブ連合会グラウンド・ゴルフ大会（住吉運動公

園　他市内各地）1,243人

③霧島温泉駅花のある駅づくり運動（霧島温泉駅）190人

④木曜会ゲートボール大会（まきのはら運動公園まきばドーム）

180人

⑤スポーツ推進委員ニュースポーツ体験講座（国分・隼人・横川地

区体育館）124人

•	 霧島市は、特定のプログラムに力を入れているというより、事
前の広報・周知活動に全力を注いでいます。当日のプログラム
については、一市民による取組から数千人規模に及ぶ地域や事
業所等での取組にいたるまで、それぞれに創意工夫いただき、
自主的かつ積極的な取組が行われています。

実行委員会の構成団体	

スポーツ担当部署／スポーツ推進委員協議会／体育協会／スポー

ツ少年団／小学校（校長会）／中学校（校長会）／大学・短大・高専・

専門学校／商工会・青年会議所／社会福祉協議会／自治会・町

内会／高齢者団体・老人クラブ／婦人会／商工会議所／観光協会

／農業協同組合／特産品協会

メディア	

朝日新聞／南日本新聞／南九州ケーブルテレビネット／ FMきり

しま

広報・周知	

•	 各種団体の総会等において、市長を筆頭に全職員が一丸となっ

てチャレンジデーへの参加を呼びかけました。

•	 全戸にチラシを配布するとともに、自治公民館長、自治会長に

住民への周知と当日の参加報告のとりまとめを依頼しました。

•	 市内事業所等に対し、直接訪問やダイレクトメールを送付する

などし、参加協力を要請しました。

•	 地元メディアによるCM放送、市役所庁舎での館内放送、広報

車による巡回を行いました。

霧
きり

島
しま

市
し 鹿児島県

3回目



271
新聞
271
新聞

新
聞
記
事

2016 年 5 月 22 日 日曜日　南日本新聞

2016 年 5 月 27 日 金曜日　朝日新聞

2016 年 5 月 18 日 水曜日
朝日新聞

青葉小学校長縄跳び
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保育園・幼児園で芋植え

小学校で体操

事業所でラジオ体操

率が昨年と比較し21.6％もアップし、68.3％で勝利することがで

きました。

担当者から	

　昨年の参加率 46.7％の本市に対して、いずれも昨年参加率が

58％を超える強豪の北秋田市・雲南市との三つ巴戦となり、これ

まで2連敗中の本市も「三度目の正直」に向け、当初目標とした「参

加率 50％から「60％以上」に修正してからのチャレンジデーへの

取り組みで、たいへん厳しい戦いでありました。しかしながら、

自治会・各種団体・企業等のご協力により嬉しい初勝利となりま

した。これからもこのチャレンジデーが市民の健康づくり、地域

活性化に役立つことになると確信した一日となりました。

主　　催	

チャレンジデー in 南さつま実行委員会	 （委員長　本坊輝雄）

教育委員会　生涯スポーツ課

〒 897-0003	 鹿児島県南さつま市加世田川畑 2627番地 1

	 南さつま市民会館

TEL：0993-53-2111　FAX：0993-52-0026

結　　果	

人　　　口：35,956 人	 鹿児島県南さつま市	 ○○

参 加 者 数：24,555 人	 VS

参　加　率：68.3％	 秋田県北秋田市	 ●　

取得メダル：金	 島根県雲南市	 　●

プログラム（太字：特に力を力を入れているプログラムと内容）	

①サッカー、ウォーキング（吹上浜海浜公園）2,051人

②ラジオ体操、ごみ拾い、ウォーキング（㈱タイヘイ）1,648人

③ショピング＆ウォーキング（ニシムタ㈱加世田店）1,585人
•	 大型スーパーにおいては、入店からレジを済ませての店を出
るまでにほとんどの来場者が 30 分以上滞在しております。

	 この間は、ショッピングしながら歩いている、つまり必然的
に運動（ウォーキング）をしている状況でありますので、これ
を活かし、店内を楽しく、そしてもっと長時間ウォーキングで
きるような取り組みをお店側と検討・企画していきたいと考
えます。

④ショピング＆ウォーキング（サンキュー加世田店）1,068人

⑤買物ウォーキング（ダイレックス加世田店）900人

実行委員会の構成団体	

スポーツ担当部署／学校教育担当部署／健康づくり担当部署／

福祉担当部署／観光担当部署／総務担当部署／建設維持担当部

署／各支所／消防総務担当部署

広報・周知	

　昨年までチャレンジデーに参加した形跡のなかった企業・事業

所を訪問し、チラシ配布と参加のお願いをしたところ、今回は、

訪問したほとんどの企業・事業所から参加報告をいただきました。

製 作 物	

チラシ3,000枚／ポスター350枚／大型横断幕5枚／横断幕（そ

の他）2枚／のぼり100 本／ Tシャツ80 枚／テント1張

実施効果	

　今回の実施で3度目のチャレンジとなり、三つ巴となる対戦相

手が決定してからは、積極的に各種集会や総会、そしてイベント

等において、チラシ配布や参加・協力の依頼をチャレンジデー前

日まで地道に展開してきました。

　また、昨年まで参加した形跡のなかった企業・事業所などに対

しても直接事務所を訪問し、チラシ配布や参加・協力依頼を行っ

た結果、認知度 UP や宣伝効果も表れ、最終的な結果として参加

南
みなみ

さつま市
し 鹿児島県

3回目
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2016 年 6 月 1 日 水曜日　南日本新聞

2016 年 5 月 22 日 日曜日　南日本新聞
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ミニバレーサークル活動

グラウンド・ゴルフ大会の様子

バドミントンサークル活動

広く健康増進の意識の向上や、新しいスポーツ等を始めるきっか

けづくりを図ることができました。

担当者から	

　チャレンジデーを通じて子どもから高齢者まで幅広くスポーツ

をする環境を提供できていることが良かったと感じでいるととも

に、スポーツに関心のない町民へのアプローチの仕方については

今後も課題となっています。また、平日水曜日の開催となってい

るため、町民から「毎年参加したいと思っているが仕事があり参加

できていない」や「休日に開催はできないのか」など意見が多くあ

りました。

主　　催	

和泊町チャレンジデー実行委員会	 （会長　伊地知実利）

和泊町教育委員会　事務局

〒 891-9192	 鹿児島県大島郡和泊町和泊 10番地

TEL：0997-92-0300　FAX：0997-92-2116

結　　果	

人　　　口：6,874 人	
鹿児島県和泊町	 ●

参 加 者 数：4,806 人	
VS

参　加　率：69.9％	
秋田県井川町	 ○

取得メダル：金

プログラム（太字：特に力を力を入れているプログラムと内容）	

①各字対抗ラジオ体操（各字集会施設）1,447人
•	 本町には 21字の集落があり、集落の人口規模がほぼ同じ集
落対抗で参加率を競い合います。

•	 子どもから高齢者までの町民すべての方が参加でき、集落内
での団結力を高めるとともに、健康増進の意識を高めるきっ
かけをつくることができます。

②陸上記録会（和泊中学校校庭）323人

③幼児一斉体操・わらんちゃ教室（和泊小学校体育館）271人

④バレーボール大会（和泊中学校体育館）155人

⑤グラウンド・ゴルフ大会（ヤーシチ公園）149人

実行委員会の構成団体	

スポーツ担当部署／総合型地域スポーツクラブ

メディア	

奄美新聞／サンサンテレビ

広報・周知	

　SSTV（町内ケーブルテレビ）を活用して、独自の CM作成や文

字放送を行った。また、他にも、各行事の開催時に出席してPR

することができた。

　その結果、チャレンジデーの認知度が高まり、早朝のウォーキ

ング、ごみ拾い、通勤において何らかの運動を行ったという報告

が多くあった。

製 作 物	

チラシ1,680 枚／ポスター70枚／大型横断幕3枚／横断幕（その

他）4 枚／のぼり50 本／ Tシャツ40 枚／クリアファイル350 枚

実施効果	

　本町は13回目の実施となっており、5月最終水曜日の「チャレ

ンジデー」の認知度は高まってきていることから、町民自ら、早朝

ウォーキングやラジオ体操を行い、また、各職場においてもノー

カーデーや職場ラジオ体操等を自主的に行い報告をするところが

増加してきています。「ヨガ体験教室」や「ボルダリング体験」と

いう昨年から実施している種目を継続して、子どもや女性にも幅

和
わ

泊
どまり

町
ちょう 鹿児島県

13回目
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2016 年 5 月 26 日 木曜日　南海日日新聞
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陸上

ちびっこ相撲

朝のラジオ体操

を得ることが出来ました。

　観光客を対象としたイベントを考えていきたいです。

　参加者が昨年より130人余り増え村民から好評でした。
主　　催	

伊江村チャレンジデー実行委員会	 （実行委員長　島袋秀幸）

伊江村B&G海洋センター

〒 905-0502	 沖縄県国頭郡伊江村東江前 2371

	 伊江村 B&G海洋センター

TEL：0980-49-2929　FAX：0980-49-2955

結　　果	

人　　　口：4,704 人	
沖縄県伊江村	 ●

参 加 者 数：1,904 人	
VS

参　加　率：40.5％	
北海道知内町	 ○

取得メダル：銀

プログラム（太字：特に力を力を入れているプログラムと内容）	

①朝のラジオ体操（各区公民館（8ヵ所））788人
•	 朝 6 時 30 分から8 行政区の公民館に区民が徒歩で集まり、
家族ぐるみでラジオ体操を実施することが、村民誰もが気軽
に参加できる企画であり特に力を入れました。

②スポーツ開放（体協専門部による各球技で交流）（多目的屋内

運動場、BG 体育館、伊江中体育館、西小体育館、伊江小グラ

ウンド、ミースィ公園）508人

③老人クラブ　ゲートボール大会（旅行村ゲートボール場）215人

実行委員会の構成団体	

スポーツ担当部署／学校教育担当部署／スポーツ推進委員協議

会／体育協会／スポーツ少年団／総合型地域スポーツクラブ／幼

稚園・保育園／小学校（校長会）／中学校（校長会）／事業所・企

業／社会福祉協議会／自治会・町内会／高齢者団体・老人クラブ

／婦人会

広報・周知	

•	 1週間前に村民がよく聴くラジオでチャレンジデーをPRしまし

た。

•	 村内各家庭へ防災無線放送で周知を図りました。

•	 チラシを各家庭に配布し、イベントの内容や目的の周知を図り

ました。

製 作 物	

チラシ2,500 枚／ポスター80 枚／大型横断幕1枚／横断幕（そ

の他）20 枚／のぼり240 本／ Tシャツ110 枚

実施効果	

　村民から継続して参加したいと好評を得ることができました。

　自治体対戦形式の結果に多く関心が寄せられ、来年も実施す

る機運が高まりました。

　運動の大切さを村民に啓発することができました。

担当者から	

　2回目の実施という事でスムーズに地域や団体から理解と協力

伊
い

江
え

村
そん 沖縄県

2回目
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2016 年 6 月 5 日 日曜日　琉球新報2016 年 5 月 23 日 月曜日　琉球新報



278
レポート
278
レポート

昔あそび

オープニングイベント「ラジオ体操会」

り80 本／懸垂幕 2枚／ Tシャツ50 枚／残暦版1枚

実施効果	

　今年で3回目のチャレンジということもあり、少しずつではあり

ますが市民の認知度は向上していると感じます。参加率は、昨年

に比べ減少しましたが、参加者からは「運動のきっかけを作ってく

れてありがとう」、「これからも続けてほしい」などの感想が寄せ

られ、チャレンジデーを実施するにあたっての目的であった「チャ

レンジデーを通して健康意識を高めるきっかけ作り」に手ごたえ

を感じました。また、友好都市「北上市」との2 度目の対戦という

こともあり、残念ながら負けてしまいましたが、より一層の友好

の深い絆を感じました。

担当者から	

　今回は「金メダル獲得」を目標に、実行委員をはじめ各関係機

関と連携し協力をいただきながら取組みましたが、残念ながら銀

メダルという結果でした。市民からも大変残念そうな感想をいた

だいていることから、チャレンジデーを通した運動のきっかけ作

りへ可能性を感じております。これまでの3度のチャレンジデー

を振り返り、さらに充実できるよう検討してまいります。来年こそ

は金メダル !!

主　　催	

石垣市チャレンジデー実行委員会	 （実行委員長　中山義隆）

観光文化スポーツ局スポーツ交流課

〒 907-8501	 沖縄県石垣市美崎町 14番地

TEL：0980-88-6666　FAX：0980-82-1911

結　　果	

人　　　口：49,141 人	
沖縄県石垣市	 ●

参 加 者 数：18,753 人	
VS

参　加　率：38.2％	
岩手県北上市	 ○

取得メダル：銀

プログラム（太字：特に力を力を入れているプログラムと内容）	

①ファイナルイベント「きいやま商店と歌って踊ろう」（総合体育館
　メインアリーナ）753人
•	 石垣島出身アーティスト「きいやま商店」のライブを開催し、
かれらの歌にあわせてリズミカルに楽しみながら踊ることを
目的に、小さい子どもから大人まで多くの方に参加していた
だきました。

②チャレンジ迷路（屋内練習場）455人

③チャレンジデー「ナイター陸上競技会」（陸上競技場）279人

④オープニングイベント「ラジオ体操会」（陸上競技場）130人

⑤ザ・チャレン児 2016（大川保育所）90人

【アスリート・著名人など】
きいやま商店（アーティスト）

実行委員会の構成団体	

スポーツ担当部署／学校教育担当部署／健康づくり担当部署／

福祉担当部署／観光担当部署／総務担当部署／全課／スポーツ

推進委員協議会／体育協会／スポーツ少年団／レクリエーション

協会／商工会・青年会議所／社会福祉協議会／自治会・町内会

／高齢者団体・老人クラブ／婦人会／観光交流協会／青年団協

議会／保健所

メディア	

八重山毎日新聞／石垣ケーブルテレビ／八重山日報社／ FMいし

がきサンサンラジオ

広報・周知	

　地元マスコミの心強い協力を得て、新聞・ケーブルテレビ・FM

地元ラジオを通して幅広く周知をおこないました。また、学校関

係機関や市内各事業所へ直接訪問し協力依頼を呼び掛けました。

さらには、台湾からのクルーズ船が当日本市を訪れるということ

から、チャレンジデー当日、ターミナルにて台湾からの観光客へ

参加協力を呼び掛けたことで、市民のみではなく観光客も含めた

参加がありました。

製 作 物	

チラシ2,500 枚／ポスター250 枚／横断幕（その他）4 枚／のぼ

石
いし

垣
がき

市
し 沖縄県

3回目


